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　2018 年度に再開された「Meal for Refugees（以




げの一部（1 食につき 20 円または 10 円）を「特


























　　期　  間：11 月 24 日（火）－ 27 日（金）




                    パンプディング
　・神戸三田キャンパス　
　　期　  間：11 月 23（月）－ 27 日（金）





は 6,860 円（343 食）、神戸三田キャンパスでは







































理局による 2020 年 3 月 27 日の報道発表によると、
2019 年の日本での難民認定申請者は 10,375 人で
あり、前年に比べて 118 人（約 1％）減少であった。
これに対する同年の難民認定者は 44 名で（前年
比 2 名増）で、国際的に見れば極めて低い数字と
言わざるを得ない（なお、難民認定されなかった
が人道的配慮を理由に在留を認められた者が 37
名）。
　また、国際世論も、無関心や道徳的無知によっ
て「難民の悲劇に対する麻痺状態」に近づいてい
ることが指摘される（Z. バウマン『自分と違っ
た人たちとどう向き合うか－難民問題から考え
る』、青土社 2017 年）。このような中で、本学に
おける難民問題への取り組みは本当に小さな働き
であるが、それを多くの方々のご協力によって今
年度も継続できたことに感謝して、次年度以降も
この働きを地道に続けていくことの大切さを心に
留めつつ、今回の報告とさせていただきたい。
